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なものからかのをけることになって と
の
!を"#し$い%&に'られて(の)*くに+,していく
ことになるのである-./0
プロティノスは1
23.0から143.0が143から
13がそして13から1563.0が78するという-こ
れらすべては19:と;びている<=な>?のようなものである3-.
/	
0それはあたかも@Aから7するBCがDEするように>?のF
GスペクトルといったようなHをIしている-4はそのJKのLで
2
にしMKのLでにする-そしてそのJKのLで4にして
いるはMKのLで56にする-これはNOである-があたかも
1PQR3	
S		0であるかのように4(と(との
1TUのVK3をWめることはNOなのである-しかしそのようなが
(にXYされそれにとらわれるかそれともZ[のに1\]め3
.04(に\を^け_え1`a3を\bすかそれはのcd
.efg0によるであろう-そのfhでがi!にされるかそれ
ともi!をするか/がi!へjMするかそれともi!からのklを
\bすか/がeのmをnうかそれともそれをoるかそれは	の
pqなのである-もちろん!はrではないがしかしおそらくi!
.560!もrなのではなくてi!にsにtuしたにとってi!が
rとしてvれるのであろう-
たしかにwxはどんなにyzにまみれてもwxであることをnうこと
はない-しかし={なことは1|3がそのようなにあるということに
}づきZ[の1|3とはであるということに1\]める3ということで
. 0
あるこののとでもいうべき	めを
にしていわば
をいし してののきをす
るがそこかられてくのに たその!"	
われわれが#いたところわが$%もおわすところ&''へ
の()を*すそのことによって+はの+になっていくそ
の,-にはそしてまたその./においても0えず12の34の56
&78が9:される
ではが;2から<し3らをし!"すなわち=>ひ
いては?に@るにはどうすればよいのかプロティノスはある?
に56をAしつつつぎのようにBう
そのCのあるものは&DEのFにGみ&HへのIGにJKするが
よいただし;LでMるものはこれをすべてNにOしPQにMた;
2のきのRをふりSいてはならぬ;2のHをMても5してこれを
TわずそれらはまことのHのUVWXYにすぎぬことを=りこ
れらをZけて[Vの2にSかわねばならぬからである\]^_Hし
い;2に`aしてこれをbてようとしないcはdの;2ではなくが
=>にとっていまわしいefのghへとiみj?となってklにmみ
つきそこでnまでのようにYとoわりながらpらすことになるだろう
それゆえqるc\アガメムノン_がいざなつかしきふるさとへr
れIかんとsめたのもまことにゆえなきことではないのである
&'
このようにして;2をれ3らをし&tuなのみ

	となったはどのようなvwに@るのかプロティノスは
つぎのようにxべる
& 

はされるととなりロゴスとなってまったくの	
のないもの 
なものとなりその	がなもの
のとなるのであってのようにれでてくるやこれにする
ものはすべてそこにをもっているのであるだから
のに
きあげられたははるかにそのしさをしてくるのである

が	からし !すなわち
!ひいては"!を#$
すことを%め&'を(すプロティノス)*それを+,は-.の
/への)*!と0んだのであるがそれをここで1	
の/への)*!と2いうるとすれば3および456それに7して+
,の89:の/への)*!は;1の/への)*!と0びうるで
あろうそこでつぎに+,の<=>について?てみよう
４ の	
としてのとしての

たとえばわれわれが@ABりCしているDEFG!というサイクル
をHえてみようわれわれがEIをJじるときKLにMNはOPしいわ
ば<	にQRされてゆくSTからUTへのVWさらにEりに
XちてYDするとわれわれの<	についてのMNはZえてほとんどUT
なVWあるいは<	T	そのものになりきったVWUT[T	
VWになるわれわれはそのときほとんどT9な\]にXちている
^にまた#をFました_`は<	をMNするがKLにabcSをcdに
eうようになるにfって<	についてのMNはZえてくるたとえばg
hのiをjめたそのklにHえているというMNすらなしにHえているV
WまたmんでいるということさえMNしないでmんでいるVWあるい
はまたnいているということさえMNすることなしにnいているVWつ
まり<	#やoをMNすることなしにあるいは<	のpqからrき
 
たれてほとんどそのものになりきっている	
へ
するこのようにわれわれは	をじをくしている
	の
をとしての	のと
の	 	とのあいだを!"#ったり$たりしていることになる
ほとんど%
にまで&ちた'&からほとんど()な
	
にまでした*きいきとした*+,のまでわれわれは-
.の/0の1を*きているということになるであろう
ところで2の3を4めほとんどないしはになりきったと
いうときたしかにの5の67を89してその:でを
8れてがをする; としての<が; としての<を=>する
またその:で?@A=>Bないしは?@A>CBというDもありうるで
あろう
しかるに2の3を4めほとんどないしはになりきった
というときはを89するというのではなくてEには
FGなままでとHとなりあるいははほとんどになりきり
はIしこのJHとしての<があるいは; としてのが
KLしさらにとくにM
は=NにまたOPをQいてRSにTき
かけをUりEに<によってUられいわば<のMを8れてVWしXに
なったYZ-Zのものによって<はUられる<はUるものであるがそ
のUるものとしての<がUったものによって<はUられる<がTくとは<
がKLするということであるKLするとはUるということである
<はたんなるRSのたんなる[\]^というのみではなく_`	a
b	RSの_`	Uc	]^となるというDもありうるであろう
はIしはOPIしOPはI
もの か
しはRSIする<は?と
なってdとなってKうBefが?RSにghするということは
がなくなるというのではないijklってそれがmくなるということで
あるnろのoにpoすることであるBとqいrst?uvと*+B
 

またわれわれが	となって
	となってうとう
のはそのことであろうデカルトのうようなからした
としてのがなのではなくするす
なわちとなったじことをにえばとなった
としてのこそなのである !"#といえば$%の
!&'を()して*に!なる"#と+えられるしかし,-./な
くして というものはない0123の"4!56789と:
;
<=の>?はわれわれがそこにおいて@まれ そこにおいてAきそこ
においてBにゆく>?であるわれわれが@きているとはAくということで
ありAくということはるということでありるということはられる
ということであるこうして>?はCえずDいてゆくそのようなEF!>
?をGHはIJ!>?とKびこのような>?のIJ!LMをメタモ
ルフォーゼ0N2IJ!OPQとしてのRS!ET1;U1V
といいわれわれをそのようなEF!IJ!>?のEF!W!X
Yたらしめるわれわれの!!をIJ!とKぶ
Z[と\し]と\したは^_をQいてまたそれ"が^_を`
Qする^_a bとなって>?にAきかけcをり>
?からAきかけられられたcからられるこのようなdeで	T
fとしてのは"#"をってゆく>?にAきかけるということcを
るということはgに>?からAきかけられるということcからら
れるということつまり56されることであり0123の"4!
56789hiと:jkそのZlでわれわれにおいて
はるということはられるということであるXするにるとは"らを
ることである0Nb2IJ!;mGHにはCえずno
のpqがあるこちらからということはrこうからということr
こうからということはこちらからということである
 
５ とあるいはからのとの
このようにについては	
がをする
へのとにがとする	
	
へのといわばへとへあるいはへと へ
という!がありうるのである"からの#$へのとの#$へ
のとあるいはまた%へのと&%'%へのと!
がありうると(ってもよい")*がギリシア+,と#らの-とを./
して0っていた12によればそれを3へのと4へのと(
うこともできる"
&%とはが#5を6ってに78するということではなくて
むしろがを#$にするということでありが#$な9になるとい
うこと:;<なの9になるということである"がいわば
=りに>って%を6い?@AのBCにDるということではなくてむ
しろにEFしてGきいきとした@ABCにDるということである"Hに
IJした)*の12にKって(えばがに&Dするということは
がなくなるというのではないLってそれがMくなるということである"
NろのOにPOすることである"はをQじてはじめて:;<な
の9になるというRではむしろがを#$にすると(っ
てもよい"SがTになりTがSになるという(いにKえば
	
がになりがになると(えるであろう"UVとはUVと
なるでありとはとなるUVなのである"はダイナミッ
クなWXにある"そのRでUVとはとしてのUVであり
とはUVとしてのなのである"はがそこへとYZ[
していっ
た\てにそこでまどろむ]^それゆえはそこからが
エクスタシス
し#$となるべき_`などといったようなものではなくて
<<ないしはab<としてむしろがこの:
;<ab<cdの#$な:;<e<fgとなるためのhijのklな
 

のであるはから	
へそしてから
へとするすべてはそこからまれそこへとるなる
へであるがのをにするに ってにおいて
!べていたことはそのようなことであったと"われる
によればからの#への$%にではなくての#への$
%に&'される	
のこそありのまま()その
ままのものということになるであろう*+,が-しが.
/-し./が0-し0が-する1するに+23は-し
23となりは-する4に5えばそれは67にが
0-し0が./-し./が-しが*+,-するというこ
と1するには23-し2となりが-するという
ことである
はが-しが-するという4%きのしかも89
の:$%を;<として=む6>の?@をAが0になり0がAとなるこ
とあるいは0となって&0となって	うからを&るこ
とと5う	
をBしてAがとなり
がAとなるCDのEFGにおけるH(でいえばIJKLのM@に
なるNOP>して>つの?	となる*QRSTUTV,とも5える
このWPたとえばピアニストのXがYZとなり[\の]が^_となり
`a\の]がbとなるcdが_となりbとなる*QeSfgh
ijとしてのklm:RnV,といったようないわゆるkl\の
	
のWoだけを"いpかべるq1はないであろうたしかにが
というときかれはしばしばいわゆるkl\のrsのインスピレー
ションにtづいたそれをuにvげてwxしているしかしはLの"
yをrzI{の$%を=むようなものとしてまた|}の~の|な	

にのみ するようなものとしてしてはならないという"yは
のとびついたものでなければ のものではないとはす
* ,
る	

われわれのきはすべてのそれもめてるきでありま
たにわれわれはられになったものによってられるそれはたと
えばわれわれがでを る!る"るそしてに#するそう
していわばになったものによってに$%はわれわれがられるといった
ようなまたわれわれが&した'(がになるつまりわれわれを)れた
ものとなって*+に,け-られ*+を.かしそのことによってに*
+からわれわれが.かされるというようなあるいはまた/が/の0に
あなたを1あなたがあなたの0に/を1る234と567
89:つまり/があなたを;しあなたが/を;するといったよう
な<=の>?@AのBCにおいてもDEがとFGしが
Hとなって1Hとなってりそのったものによってられるというよ
うなIJKLのMN
>?@AはOPのQRのRののなかで
Sえず>われているはずだということであろうTUがMN
VWすな
わち	
VWというときそれはいわゆるVW
というBCから)れたところでXりYつようなZ[\や]^\の>?@A
の_`としてのVWのことをaずしもDbしているのではない
もちろんOPのわれわれのVWTUのいわゆるc
0d9:といってもじつはその0のもうひとつ0にはいわばひと
efけばgRは$hiにあるしかしgRはなぜjiではなくてhiに
klでなくてhlにあるかをmらないgRのnoを>?
とpえればpえ
るほどqpえざるをrない7stu
Fv+としてのVW6
6gRは	のw
をmらないxy6とTUが'う
ようなわれわれがいまここにありBzによってはこうしてc{O|に
しているというF1}の~もないnのことのようにわれる
VWではあるがさてではなぜ*のときのところではなくていまここ
にあるのかなぜいまここでき>?しAするのかさらにはわれ
 	

われはどこからやってきてどこにありどこへ
ってゆくのかとわれればらないとしかえようのないい
わば		
の
にえずもとをかされているようなそ
のようななのではあるが	とはそのよう
なのことをうのであろう
４
がにがになるという !の"#は !が$くから
%&しプロティノスと'い()にあったベルクソンの*+との,-でより
よく.らかになるであろう
/012
34は5#プロティノスと !678における"#9:;と<;あるいは
からの=>との=>9?@プラトンABCDEF６GHIJK
LMNに0OPQRをSしてTったものである
UV
WX4 !678のYZ9 !の"#9
 !のプロティノスPベルクソン[\の]^を_して9に`く
 
４  !はつぎのようにうaにbをcるというdきefでもgはaにghとしてiえら
れるのではなくgは;jのklに,してmnにiえられるのでなければならないすべて
のポイエシスにoいてpがgをqずるばかりでなくgがpをqずるのであるIrのks
において;jはtなりuなりvwのxにyつのである;jのz{のは|ちにv}の
であるv}は~きにあるのではないFJN;jの=は,の
にしてる,のにしてるにこのはなる
のである;jの
IIがでありその	にはの'さがあるもそれはghというdきものではな
くしてのであるのであるきるlには;jはまでも
わねばならないもかかるnのそのものがである;jはのlにわねば
ならないかをらないnそのものがmnであるFJMNなおx!
? *¡の¢£EYZコレクション¤¥¦§H¨K¨IN©
